
 

 

 

 

 

 

 

 

校長 加 藤 幸 一   

 １０月２７日の朝刊にこのような見出しでとても興味を惹か

れる記事が載っていました。子どもを叱る際「次は頑張ろうね」と励ました方が，原因を追及した

り罰を科したりするよりも成人後の自立心や計画実行能力に良い影響を与えるとの研究結果を神戸

大と同志社大のチームが発表した，という内容です。子どもの頃の叱られ方について「次は頑張ろ

うね」「どうしてできないの」「罰を与えられた」の３グループに分類。進学先や就職先をどの程度

自立的に決めたかや，計画をやり通す力などを４つの指標とし回答を数値化して比較したところ，

「次は頑張ろうね」と励まされたグループは全ての指標で最高となり，「どうしてできないの」「罰

を科された」の順に低下したとのことです。褒め方については「頑張ったね」と努力を評価したの

が最高で，「偉いね」「褒美を与えた」の順に低下したそうです。 

この記事を読んで，私はイソップ童話の『北風と太陽』を思い出しました。北風が太陽に自分の

力を自慢すると，太陽はコートを着ている男を見て，どちらがあの男のコートを脱がすことができ

るか力比べをしないかと提案します。北風が強い風を吹かせば吹かすほど，男はコートをしっかり

と握り脱がすことはできません，太陽は春の日差しのように男の体を温め，少しずつ日差しを強め

ていくと男は暑くなり，とうとう自分からコートを脱いだという，誰もが知っているおなじみの話

です。 

子どもは一人の人間として未熟な存在です。成長していくためには大人の働きかけが必要です。

しかし，この北風のように強い言葉や態度で変わっていくものでしょうか。決してそんなことはな

いと私は考えます。たとえその時には強く言ってきた人の話を聞いたとしても，心の中では聞いて

いなかったり反発したりするものです。強い風に当たれば当たるほど，それに抵抗する気持ちが働

きます（逆境に強い，逆境を苦にしないという人も中にはいますが）。子どもが変わるとき，それは

自分で納得がいったときです。穏やかにわかりやすく諭すことにより，子どもはこれまでの経過を

振り返り，自分の心を見つめ直すことができます。 

私たち大人も同じではないでしょうか。強く言われれば言われるほど，心に壁をつくり気持ちは

素直に聞けなくなってしまいます。相手に対して強引に自分の思いを強いても，決して相手は振り

向いてくれません。 

人を動かすとき，それはこの太陽のような明るい光を相手に注ぎ込むことです。相手の立場に立

って，どのようにしたらよいのかを話すことにより，心を揺り動かすことができると思います。 

子育てで必要なまなざし，それは北風ではありません。太陽のまなざしが大切です。晴れの日に

は外に出て，太陽の光を浴びてみませんか。迷い，悩み，時には自信を失いがちな子育てで，明る

い日差しから子育てへのエネルギーをもらえることでしょう。 

今号の話が，先月号で触れた自己肯定感の向上や，ほめ方・しかり方の一助としてご活用いただ

ければ幸いです。 

 

 １０月３日（月），南富良野町学力向上アドバイザーである西留安

雄先生を講師に，本校で学力向上講習が行われました。当日は，1・

2 年教室で，１年「３つのかずのたしざん，ひきざん」と２年「かけ

算」の授業が行われました。 

南富良野高校も含め，町内各校から多くの先生方も参観されまし

た。子ども達は，たくさんの参観者に緊張しな 

がらも友達と計算の方法を考えたり，説明をし 

たりすることができました。子どもたちにとっ 

てもよい経験になったことと思います。 

授業後の研究協議では，体育館で西留先生よ 

り小規模校での学びの仕方について教わること 

ができました。 

１０月１日（土）土曜授業において，マラソン記録会を行いまし

た。秋晴れの最高の天気のもと，1・2 年生 1.5km，3・4 年生

2km，5・6 年生 3km を走りました。残念ながら地域の方の出場

はご遠慮いただいたのですが，CS 委員の辰見さんと保護者の皆さ

んが子ども達と一緒に走りました。 

保護者の皆さんにご参加いただき，一緒 

に走ったり，応援をしていただいたりする 

ことができ，子どもたちもとてもうれしそ 

うでした。また，子どもたちも含めて参加 

者全員が無事に完走することができてよか 

ったです。 

 

１０月１５日（土），体育館において人権教室が開かれました。

町の人権擁護委員である，山下勝子様と酒井智様を講師に迎え，

ネットの危険性について考えました。 

始めに，ネットやスマホなどの安全な使い方の DVD を見ま

した。その後，人権擁護委員の方から，ネットなどを安全に使

う方法を教えてもらいました。安心，安全な使い方についてみ

んなで真剣に考えることができました。また，ネットの使い方

について家族と話し合うことが重要であることも講師のお二人

から教えていた 

だきました。 

 

 

   

  

 
 
                               
 
                                
 
 
 
 
 

 

 

 

                            

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜日 学校行事 

１ 火 全校朝会  

２ 水 学芸会総練習 

３ 木 文化の日 

４ 金 学芸会前日準備 

５ 土 学芸会 

６ 日 ノーゲームデー 

７ 月 振替休業日（１１月５日分） 

８ 火 教育相談週間 

１０ 木 食育指導，町 P 連研修大会

（南富中） 

１１ 金 巡回小劇場 

１２ 土 防犯と交通安全の住民集会

（みなくる） 

１４ 月 個人懇談週間（～１８日） 

１６ 水 第４回 PTA 会議 

１９ 土 参観日 

２０ 日 ノーゲームデー 

２２ 火 冬季交通安全教室 

２３ 水 勤労感謝の日 

２４ 木 クラブ 

２５ 金 給食費納入日 

２８ 月 地域学習発表会 

２９ 火 読み聞かせ，研究大会のため

午前授業（B 日課） 

３０ 水 なかよし集会 

９月 2１日（水），稲刈り体験を行いました。稲刈りには，下金

山老人クラブ有志の小蕎さん，永井さん，長谷川さんがお越しく

ださり，稲の束ね方を子ども達に教えてくださいました。子ども

達は一生懸命に稲を刈り，束ね方を教わっていました。 

１０月１８日（火），保護者の方にご協力いただき脱穀体験を行

いました。保護者に電動脱穀機の補助についてもらいながら全員が

脱穀体験を行うことができました。また， 

電動脱穀機で取れなかった稲穂を手で取る 

作業も行いました。手間のかかる作業を通 

して，お米作りの苦労について体験できま 

した。ご協力いただいた皆様，本当にあり 

がとうございました。 

 

１１月５日（土），学芸会を予定しており

ます。大変心苦しいですが，地域の皆様の

入場をご遠慮いただき，児童のご家族（南

富良野町内外人数制限なし），来賓，旧職

員，保育所園児（家族含む）の観覧に限定

して開催することとしました。 

学芸会にお越しいただけない分，「移動

学芸会作品展」としまして，１１月１０日

（木）～２４日（木）まで金山郵便局で，

作品の展示をします。 

ぜひ，そちらをご覧 

いただきますようお 

願いします。 


